
「六次化」で地域を元気にしたい
　際立ったおいしさで注目されている株式会社あき
た六次会「秋田比内地鶏ぴるない」ブランドのハム・
ソーセージ-。比内地鶏ならではの深い旨味と適度
な歯ごたえがあり、絶妙な塩加減がその甘みと香ばし
さを引き立てている。
　原料は、大館市内で独自に育てた比内地鶏。餌に飼料
米や乳酸菌を使い、柔らかな肉質とクセのない味を追
究した。食肉加工を手掛けるのは、岩手県一関市に工房
を構えるハム・ソーセージ作りのプロフェッショナル
で、技術・経験・知識を積んだ職人だけに認められるド
イツの国家資格「マイスター」の称号を持っている。
　あきた六次会は、法人化して７年になる。大館青年
会議所のメンバーが枝豆での町おこしを計画したこ
とに始まり、「六次産業化を目指し、地域を元気にしよ
う」と、建設業や鉄鋼業、養鶏業などに就くさまざまな
メンバーで組織され、地元特産の比内地鶏に着目し、
ハム・ソーセージの開発を進めてきた。

ブランドの根幹を見直す
　昔、米代川流域が「火内」と書いて「ぴるない」と呼ばれ
ていたことからブランド名は「米代火内」に決定した。肉
も味も、ブランド名も整い、商品シールも作って販路拡
大に乗り出した。しかし、手応えはイマイチだった。
　そこで相談相手としたのが、当センターのデザイン
相談員だった。「味は良いが、品質や価格に対してパッ
ケージデザインが合っていない。質やブランドに合っ
たデザインに」とのアドバイスを受け、パッケージを見

「不可能」を「可能」にする時が来た
　「インターネットの出現は、もはや“できないことは
無い”といえるほど、小規模開発の可能性を無限大の
ものにした。今まで不可能だったことも可能になる時
代」と言葉に熱を込めるアイバーズ合同会社の相馬大
志（そうま ひろし）代表。同社は、今年2月に創業し、県
庁第二庁舎3階の創業支援室に事務所を構えた。
　同社の業務は、インターネットをベースにしたシス
テム開発により、お客様の「あったらいいな！」をカタ
チにすること。例えば、現在「籾殻ボイラー」の普及に尽
力する農業コンサルティング㈱秋田農販とタッグを組
み、ビニールハウス内の温度やCO2濃度などのモニタ
リング、制御システムの開発プロジェクトを進めてい
る。生育環境を管理することにより、高付加価値作物の
栽培につなげ商品のブランド化を進める考えだ。

社会の不便を変えたい
　「『ビニールハウスの管理システムを低価格で実現
できないか』との声に『だったらやろう』と始めたのが
今のプロジェクト。当初は既存の大規模事業者向けシ
ステムの導入を検討していたが価格がネックとなっ
ていた。この問題に対し、『オープンソースハードウェ
ア』といわれる、汎用性の高い低価格なマイコン基板
とクラウドの利用を提案。低コストで誰もが手にとれ
る商品化に道筋をつけた。いろいろな『あったらいい
な！』を気軽に叶えられる時代になった」と相馬代表。
　システムの導入で、労働力や人件費の削減、一年を
通して安定した収穫が見込める農業の実現など、さま

直すことにした。「当社のハム・ソーセージは素材も味
も特別なもの。さらに、比内地鶏のハムやソーセージ
は、ありそうでなかった商品。『もっとプレミア感を出
したデザインに…』と具体的なアドバイスをもらっ
た。同時に社のコンセプトも見直し、自分たちのビジ
ネスの根底を整理することができた」と白川懸士社長
は振り返る。

秋田を代表する名物に
　専門員やデザイナーと思案を重ね、「比内地鶏」のブ
ランド力や“マイスター仕込み”など、セールスポイン
トを明確に打ち出した新パッケージが完成した。コン
セプトとデザインが定まったことで、東京の大手百貨
店と商談が進むなど販路拡大は順調に進んでいる。さ
らに比内地鶏の飼育数を当初の10倍以上に拡大して
いる。今後は雇用を増やし、社員を一関の工房で修業
させ、自社で製造までを行う予定だ。「地域の新しい名
物となるよう頑張りたい」と白川社長は力を込める。

異業種のメンバーが立ち上がった。
完成したのは、味で群を抜くハム・ソーセージだ！

システムやプログラムを開発し、
企業や個人の活動をサポートするベンチャー企業が、
創業支援室から一歩を踏み出した。

株式会社 あきた六次会

株式会社あきた六次会

商品は厚切りのハムステーキ、薄切りタイプのハム、ウインナーソーセージなどが
ある。ハムは「プレーン」のほか、「ブラックペッパー」「グリーンペッパー」などの
バリエーションがある。

「今はまだ創業したばかりだが、これから実績を重ねて、インターネット
に繋がることでいろんな可能性を証明していきたい」と相馬代表。「農業
分野、福祉分野など、さまざま挑戦したい」と話す。

デザイン相談員と白川社長。昨年11月から打
ち合わせを重ねてきた。株式会社あきた六次
会の社屋は、元・保育園の校舎。

「今後は首都圏などで販路拡大を進め、鶏の飼育
数の増加、自社の職人の育成、製造設備の導入を
目指す」と力強く語る白川社長。

創業支援室は、カードキーで24時間365日
いつでも出入り可能で地理的利便性も高い。

「情報だけではなく、必要な部品も地球の裏側
まで探しに行けるのがネット時代の強み」と
相馬代表。

オープンソースハードウェアをベース
にした試作品。各種センサーの情報は、
クラウド上に送信され、WEBや電話で
モニタリング、制御を行う仕組み。

デザイン相談員のアドバイスのもと、
デザイナーとやり取りして完成した
新パッケージ。
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パッケージやコンセプトを見直し、
首都圏で販路を拡大

アイバーズ合同会社

ICT+オープンソースが
お客様の夢を叶える

伝統的工芸品をはじめとする県内製造業者を対象に、産業デザ
イン、製品開発、マーケティング等についての専門的な助言等
を行います。

［お問い合わせ］
あきた企業活性化センター／
知財・デザインセンター担当（あきた産業デザイン支援センター）まで。

産業デザインに関する助言センター活用事例 創業支援室の利用センター活用事例

ざまなメリットが考えられる。便利な技術の早期提供
に意欲を見せている。

ベンチャー企業の強みを生かす
　「小さいころから3度の飯より機械が好き」と笑う相
馬代表。子供時代から電子工作、コンピューター技術に
夢中だった。こうした趣味を通して機械1つで人の暮
らしは劇的に便利になることに感激し、ICTの仕事を
志した。「ベンチャー企業ならではの立場を生かして、
小さなニーズに積極的に応えることで、大きなチャン
スを創造していきたい」と熱い思いを持つ。
　創業支援室に入居したことで、隣室のベンチャー企業
から仕事の依頼を受けたり、互いに情報を交換したり、良
い刺激も受けている。「ビジネスの相談事があればすぐ下
のフロアの活性化センターがバックアップをしてくれ
る。創業支援室はベンチャーにとって快適な環境」と話
す。アイバーズの挑戦はまだ始まったばかり。これからた
くさんの企業、人の夢を叶えていく。

創業や新事業分野進出を目指す意欲的な企業等に、事務ス
ペースを提供します。インキュベーション・マネジャー等へ
の日常的な経営相談が可能です。

［お問い合わせ］
あきた企業活性化センター／
総合相談担当（018-860-5610）まで。
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